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SUIn悶aηF

This study was designed to explore the effects of length of the light-dark cycle on the 

time of oviposition， the time intcrval betwcen successive eggs， the rate of egg production， 
the egg weight and the movement of ovum through thc ovicluct using ]apanese quails 

(Coturnix coturnix jatonica). 
One hundrecl ancl seventy-five laying quails were cliviclecl into two groups ancl were 

housecl in two light-proof rooms. One group was maintainecl uncler the lig加問darkcycle 

of 24 hours (14L: lOD) and the other under the light-cla此 cycleof 27 hours (14L: 13D)， 
rcspcctively. 

Approximately 93% of eggs was laid in the light period on the 14L: lOD， ancl only 
7% was laicl in the clark periocl. The average interval from onset of 1ight to oviposition 
was 11 hours and 35 minutes. While most eggs were laicl in the light period on the 

14L: 13D， the oviposition occurred immediately after onset of light. In this case， the 
average interval from onset of light to oviposition was 2 hours ancl 48 minutes. 

A change from the 2ふhourcycle to 27幽 hourcycle increased the interval between ovi幽

positions from 24 to 27 hours. From this result， it was obvious that the rhythm of the 
light-clark cycies was a regulating factor to the time of oviposition. 

The egg weight increased significantly with increase of length of the light-dark cycie 

a司om24 to 27 hours， but the egg production per quail decreasecl. 
One hunclrecl ancl ten quails were killed at the predesignecl times following oviposition. 

The repr‘oductive system of quails was then examined to diseover whether ovulation hacl 

occurred and， if so， the whereabouts of egg in the oviduct. The estimates of time from 

oviposition to next ovulation and the time spent in the infunclibulum， magnum ancl 
isthmus were slightly different but not significantly betwe巴nquails under the cycies of 

24 and 27 hours. It was apparent that eggs laid under the 27・・hourcycle sp巴nton about 

3 hours longer in the shell glancl than eggs laicl under the 24-hour eycle. 

Eggs from both groups were examined to see whether the egg weight changed with a 

similar proportion in all parts of the egg. A statistically significant increase in the egg 

yolk weight was obtainecl by increasing length of the light梢 clarkcycle from 24 to 27 hours. 

It was assumecl that increase in the egg yolk weight uncler the 27-hour cycle must have 
resulted from a longer・ovar九nterm. 
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緒雷

2411寺間以外の光周期 (ahemeralcycle) 下における家禽の産N1~現象を観察し， l~ 然f:1民ドにお

ける光周反応 (photoperiodicresponse) との違いを明らかにすることは，きわめて興味深い問

題であり，産卵機構の解明に有力な手がかりを与えるものと考えられる.惑に24時間以外の光

周期を与えると， 産卵1I寺閉山)川・放卵間協同)24)・クラッチの長さ4)5)24)・卵京10)出 20)・卵形成i待

[ll]14) !乙変化をもたらすことが知られている.2411訓告!より短い光周期を与えた鶏の産卵成総は， 24 

5寺開局販を与えた場合より劣る0)31)これに対して. 24時間よりやや長い光周期は.鶏の産卵来ー

を向 i二させ5)8)20に その斉一性を増大させるとする報告側があるが，否定的な報告24)もあり，結

果は一定していない.鶏の体内における排卵誘起ホルモン CO.I.H.) の周期的分泌は光周期に支

配され， ζのホノレモンの分泌が，鶏では，主としてi境期の開始刺激によって誘起される 4)川. 自

然日長下での 1日の産卵ピークは，鶏では午前中に27)28) ウズラでは夕刻28)I乙見られ，鶏とウズ

ラでは切らかに異なる.このような稜特異性が見られることは，放卵周期の4~性や体内生理現象

の時間調宣言機構が鶏とウズラで異なることを示唆している.これまで，ウズラでは， JljJ階ワズム

と性成熟の関係2)13)凶や体内務器官機能の光に対する反応1)11)12)22)23)などについて，興味ある報

公がなされているが，主主卵時間3)28)・排卵と放卯のタイミング10) 放卵パターン13)19)に関しては，

いずれも241時間明日産周殿下で綴察されたものであり， 24時間以外の光周期と産卵の関係について

はほとんど線型?がない.

本研究は，家禽の産卵機構を解明する手がかりを得るため，日本ウズラに24待問と27f硲rJlの光
周期寄与え 2つの条件下の放卵時間，放卵1m隔， ggos数，卵霊および卵形成時間を比較検討し

たものである.

材料および方法

1974年 11)=j 8 EIから 12月5Elまでの 4週間にわたって，産卵中の日本ウズラ CCoturnix 

coturnix japonica) 175羽を実験lζ供した. これらのウズラは， 陪年6月27日又は 7月17日解化

のコマーシャル弱I~を， T守・成・産卵雨期を通じて，切)001411寺閥・時期10時!日jの光線管理下で引きつ

づき飼育・してきたものであった.実験を開始するに当って， 175:ifJのウズラを91羽と84羽の 2許-

l乙分け， 2つの同一環境にした暗室内単飼ケージにそれぞれを収容した.前者には24時間明日古河

期(14時間の明期と1011寺閥の限期)を，後者には2711寺閤明暗周期(1411約百のJ9jJ羽と13時間の限

期)を与え，それぞれ 14L:lOD区および 14L:13D区とした.照明条例ユとして， 14L: 10D 院

は 241時間サイクノレであるから，全期間を通じて午前 5 符点灯・午後 71時 il~灯の反後としたが，

14L: 13D r:Kは271時間サイクノレであるから 1日目は午前ij5時点灯・午後 71冷消灯， 2日目は午

前 SIl守点灯・午後1011寺消灯 3日目は午前11時点灯・午前 1時消灯，以後も点灯と消灯時間を毎

日3時間JI関次遅らせた.一定期間の誠強拐を設定して，供試ウズラがそれぞれの光の条件κ適応

した後，実験を開始した. jigOIH時間の調査は， ~寄託いずれも11月 11 日 -19 日および11月268-12

月48の18131UJ，毎日 l111illlJf引と実験会内を巡回して偲体別l乙放卵の有無を磁認し， YiiorJ時間を

記録した.卵1TI:の測定は， 14L: lOD 肢が11月11日-19日および11月25日-12丹3日， 14L: 13D 

18:が11月16日-24f:1および11月25臼-12月3f:1のいずれも訪日開，会生産卵について実施した.

また両区から卵10倒づつを抽出して，それぞれの卵の卵黄・卵白・Oll設について重量を測定した.

さらに，実験終了I目前のI!担割に，fiIJi区から，比較的規刻廷しく産卵しているウズラ 110羽を選ん
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で，放卵後の種々のIl年間lζ剖検し，次の排卵の有無とgll管内における卵の有-在官Il佼を確認して，

b文卵から次のお1:卵までの時間的間協および排卵された卵が卵管内を通過する 11寺問を推定した.

結果および考察

1. 放卵時間 14L:10D 13::の産卵記録を放卵待出加に集計して，俗Elの点灯・消灯/llf-捕とと

もに~D 表lζ示した. 集計では， 午後 71l寺消灯後の11在期に産卵した卵をすべて午後 7-81l寺の櫛

!こまとめた.観察したお数は， 3日目まで693fJ， 4日目以後は91羽であった.午前中の波卵はほ

とんど見られず，大部分が午後 3-61時の閥に集中した. 1日11'で放gllが集中しておこる時間は

家禽?とよって災なる.鶏では，産卵が投開， しかも大部分が正午吉ijにおこる CBiellierand Ost卿

mann41) . これに対して，七部鳥では，午前中4096，午後6096の割合でおこるのtocktonand 

Asmundson211) . Wilson and Huang281 は ，JY:l期15時間の I~I 然日長下の怒と， 14L: lOD C午前5

Tablc 1 Dist1'ibution of oviposition timcs 1'01' 91 japanesc quails maIntaIncd under 24-hour 

lighトdarkcyclcs (14L: 10D) 

Day'l 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

Onsct 01' light 
Timc 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 

anl anl anl am aロ1anl anl aロ1am alll anl alll anl am am aロ1am am 

Onsct of darkncss 
7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 777  7 7 
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a) Oviposition times for day 1-3 we1'e based 011 the 1'cco1'ds of69 quails. 

am = before n0011， pm = afte1'noon. 
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Tablc 2 Distribution of oviposition times after onset of light for 91 ]apancsc quai1s maintaincd 

under 24-hour 1ight輔 darkcycles (14L: 1OD) 

Ho立rs
Cycle number" a日ter

ol1set -Tota¥ % 
of 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 
1ight 
一一一一一一一一一一一一一一

6-7 0.1 
7-8 9 0.7 
8-9 2 2 3 6 3 3 3 2 30 2.2 
9-10 6 7 8 9 7 6 6 4 6 9 7 6 10 8 12 13 11 9 144 10.4 
10-11 24 14 17 20 18 15 17 14 12 22 13 19 25 24 20 18 13 13 318 2:~.0 

11-12 10 19 14 20 21 21 19 30 22 12 23 18 17 14 17 16 20 18 331 24.0 
12-13 11 12 II 17 II 21 16 11 19 17 13 18 18 21 12 15 16 11 270 19.6 
13-14 4 8 10 9 15 1l 13 14 9 12 11 8 6 12 13 12 8 12 187 13.5 
14- 5 4 6 3 4 4 5 8 8 6 4 2 4 3 9 14 90 6.5 

一一一一一一…一一一一一
Total 61 64 66 79 78 79 78 82 79 79 75 77 82 82 81 79 79 80 1，380 100.0 

a) Oviposition timcs for cycle 1-3 were based 011 the records of 69 quai1s. 

Table 3 Dist出 utiOI1of oviposition times for 84:] apanese quails 11叫I1taincdunder 27俗 hOUl

light-dark cycles (14L: 13D) 

Day 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

5 8 11 2 5 8 11 
Onset oflight 

2 5 8 11 2 5 8 11 2 
Time am am am pm pm pm pm am am am am pm pm pm prn am 

Onset of darkness 
4 7 10 4 7 10 4 7 10 4 
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Tablc 4 Distribution of oviposition times aftcr onset of light for 84 japanese quails maintained 

under 27・hourlight働darkcycles (l4L: 13D) 
三一一一

Hours 
after Cycle number 

onset Total % 
141t 12 3 4  5 6 78910  11 12 13 14 15 16 

一一一一 …一一一一一一一一一
-5-4 2 2 2 2 2 14 1.1 
-4-3 2 2 2 3 2 2 16 1.3 
-3-2 3 2 2 2 5 4 4 4 3 2 2 37 2.9 
…2-1 5 2 2 2 3 2 2 3 5 5 35 2.8 
--1-0 2 4 3 4 2 6 6 3 3 5 5 7 5 6 63 5.0 。ω68 5 4 4 6 9 9 7 12 5 8 13 8 10 5 119 9.5 

1-2 14 7 12 13 19 20 13 12 14 II 11 11 11 14 13 12 207 16.5 
2-3 13 9 11 I4 11 9 7 6 9 12 9 8 15 12 10 11 166 13.2 
3-4 8 II 61411 171315151414.15141610 6 199 15.8 
4-5 9 13 11 17 13 9 14 14 10 2 12 14 10 6 13 12 179 14.3 
5-6 5 7 16 5 4 4 5 4 7 8 8 7 4 5 4 13 106 8.4 
6-7 6 8 4 2 5 4 3 6 4 4 4 2 4 2 60 4.8 
7-8 4 2 2 2 2 2 2 2 3 2 2 26 2.1 
8-9 2 3 2 2 2 3 20 1.6 
9-10 0.1 
10-11 2 0.2 
11-12 2 0.2 
12-13 
13-14 2 0.2 

Tota1 77 77 75 77 79 75 72 77 80 79 79 81 82 83 81 80 1，254100.0 

時点灯・午後 7時消灯)の光線管理を行なったウズラとの放卵時間を比較した.それによると，

鶏では全体の7596が午前中に放卵したのに対し，ウズラでは，逆に全体の807ぢが午後lζ放卵し，

放卵i時間分布のモードは，鶏では明期開始後4時認の午前9U寺!<:，ウズラでは点灯後12時間の午

後 51待附近にあった.また階期間iζ見られる放卵の割合は，鶏では 596，ウズラでは1996であっ

た.

第 1表の結果を，点灯時始時間を基準にしてとりまとめ，第 2表lζ示した.点灯開始から14時

間以内の明期1<:，全体の93.596の放卵が見られ， n音j現の放卵は全体の 6.5必にすぎなかった.集

計-した卵1380側の平均放卵時間(全体の5096が放卵し終る時間)は点灯後日時間部分であった.

Opel川 は24時間切総周期(午前2時から午後 41待までの点灯)を与えたウズラの放卯時間を綴

察し，全体の8096が明}自の終了前 71埼碕以内l乙放卵し，時期内放卵の大部分が熔j器開始後 2時間

以内に集中する ζ とを報告した.ウズラでのこれらの観察は，本実験の結来とよく一致している.

明期を141時間としたまま， rr~1関を13時間 lζ延長して， 27時間光周期を与えた84羽についての時

間別放卵数を，毎日の点灯・消灯時間と共に第3~受に示した.毎日の点灯・消灯時間が 31時間ずつ

遅れると，それに対応して， f時間別放卵数のピークも，順次ほほ一定時鴎ずつ明らかに遮延した.

点灯時閣を基準にした 14L:13D IRの放卵時間を第 4表IL示した.点灯前引待1mの暗期内に

13.196の放卵があった以外は，すべて点灯後の明期中i乙産卵した.しかも明期内放卵の約60必が

点好調始後 1-5n寺聞に見られ，平均放卵時間は点灯後 211寺閥48分であった.Byerlyand Moore5) 

は26時間の光局期を与えた鶏について， 6096以上の放卵が暗期lζ見られる ζ とを観察し，光周期

を変える ζ とによって，放卵時間が変化する ζ とを明らかにした.Biellier and Ostmann4) は，

鶏を21時間から42時間までの夜々の光溜期下においた実験で，光毘期を24時間から婚かくするに

つれて，また241時間から29時間まで漸次長くするにつれて， n宮殿内に放卵する割合が多くなる ζ
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とを切らかにし，鶏の排卵と放卵は明期と情期のどのような時間にもおこり得ることを示唆した.

また Biel1ierand Ostmann4lは，光賂j興が長くなるにつれて周期内の放卵H寺胞が漸次早くなるこ

とから，排卵を誘起する要闘は点灯の開始時間ではなくて，消灯時間に関係があることを推論し

た.Morris1SlはBiellierand Ostmann4lの実験データを分析して sunsettheoryを提示し，鶏の

排卵誘起ホノレモン分泌を促進する光の要悶が，主としてIl音拐の開始刺激であるとする考え方を支

f寺し7こ.

14L: lOD 125:と 14L:13D区の紡糸を比較するため， Tilij I玄における点灯開始後の11寺11¥1JJU放glJ頻

度分布を第 1鴎に示した. 14L: 13D怪では， 14L: lOD 1ざと比較して，放glJl1寺fmの変災l立大き

くなるが，点灯から放卵までの平均時間は明らかに綬かくなり，続Jgj内iと放卵する割合が助力11し

た.これは鶏lとおいて観察された結果とよく一致している.

佐賀大学j災学粂綴6 

24-hour cycle 
(1，380 ovipositions) 

25 

20 

15 

27-hour cycle 
(1，254 ovipositions) 

。

A

H

V

A

H

V

p

h

J

V

内
川
U

1

2

E

U

 

(
日

5
3
刷
。
中
小

)
2
2
0
戸内詰
ω
5
5
3明
白
。
品

τ。

回

。

hgω
ロ
F
E九州

5 

5 

8 

-5 -3 -1 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 

Hours after onset of light 

Fig. 1 Distribution of oviposition timcs aftcr onsct of light for J apancsc qu且ils

maintained undcr 24-and 27“hour light-dark cyclcs (14L: lOD and 14L: 

13D). Dark pcriods wcre indicated by horizonta1 black bars. 

2. 放卵簡踊 14L:10D区91羽と 14L:13D区84羽について， 11月8日-21日および11月部日

-12月5日の24時間にわたる産卵記録から， それぞれの放gjl間婦を計算し， その結果・を第 5表と

~2 図 lζ示した. 14L: lOD区における44時間以上の間隔と 14L:13D区における5111年間以上の

間関は，休産自をはさむ放卵間隔を示すものである.毎日迷続した産卵の場合は， 14L: lOD 区

の平均放卵間摘が24時間 7分， 14L: 13D援が261母語59分であった.

鶏において，光周期の長さが紋gjl間隔に影響することを最初に報告したのは vanAlbada24lで
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Table 5 Intervals between ovipositions for ]apanese quails maintained 

under 24ωand 27-hour light dark cycles (14L: IOD and 
14L: 13D) 

松応・!制本・小林:日本ウズラの放卵と卵生E授に対する24時間およ

27-hour 
(14L: 13D) 
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あった.その後 Biellierand Ostmann4) は， 24時間周期を勾・えた鶏の王子均;放卵間隔は25.5時間で

あったが，光周期をもっと長くすると放卵時間もまた長くなったと報告しており， Rosalesら20)

は， 23， 25，および27時間の光潟j関与を与えた鶏の平均放卵閥備がそれぞれ25.4， 25.8および27.2

時間であっとと報告している.五ilelekら14) も，鶏の放卵閥隔が24l時間周期では25.2[1寺間であっ

たのに対し， 27時間周期では26.8時間に延びたと述べている。 Morrisl5) の問機な実験によると，

24， 27および30時間j忍期を与えた鶏の平均放卵胞隔はそれぞれ24.9，27.1および29.1時間であっ

た.Wilson and Huang28) は鶏とウズラの放卵間関を比較し， 24l湾問周期のクラッチ内平均放卵

rm隔が鶏では25.0[1年rm，ウズラでは24.5時間であって，ウズラの方がやや銀.かいと報告している.
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24-hour cycle 
(1，498 intervals) 

27-hour cycle 
(1，425 intervals) 
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Fig. 2 Jntervals betw町 novipositions for ]apanese quails maintained under 

24-and 27-hour light伊 darkcyclcs (l4L: lOD and l4L: l3D). 

60 

ウズラ lζ闘しでは OpePS)の報告があり ，14U寺間を明期とする24時間関J関与を Éj.・えた I~fの放卵R君臨

は24-25時間であった.ウズラ l乙24時間以外の光周期を与えて放卵問摘を観察した報告は現在ま

でのところ見当らない.

本実験において， 27時間まで周期を延長すると，これまでの鶏での報告と同様に，ウズラの放

卵間隔もまたその日f副部に向調して，切らかに日周期と河じ271待砲の間隔となることはきわめて

興味ある事実である.

3. 産卵数と卵震 14L:10D毘では18周期， 14L: 13D底では16周期について，いずれも 18

日間にわたって生産された全卵の卵霊を測定した.その閥の 1 羽~り産卵数，王子均卵霊および 1

羽当り全産卵f設を第6表に示した.

平均卵設は 14L:lOD 援に対して 14L:13D区の方が切らかに大きかった (Pく0.01)が，期

間内の 1羽当り産卵数は 14L:lOD 毘の方が多かった (Pく0.01). 14L: 13D区の一定期間内燃

j部数が 14L:lOD民より少なくなるため， 14L: 13D区の平均911重のま設大も産卵数の減少と粉殺

され，両区の期間内 1羽当り産卵珪iとは楚が見られなくなったものと解釈される.

鶏について， Byerly and Moore5)は， 14L: 12Dの26時間周期下で銅器すると， 14L: lOD の

24時間周期の場合よりクラッチの長さが長くなり， gg卵率もまた増大することから，光周期を延

長することによって産卵率の向上が期待できることを示唆した.彼らは，一般的に鶏の放卵間隔

は24時間よりやや長いから， 24時間の代わりに26時間の光局期が与えられると， 24時間周期の場

合よりクラッチを中断する要留が除かれた ζ とになり，産911数は多くなるだろうと推論している.

しかし， van Albada24)はByer1yand Moore) と同じ実験ぞ大規模で実施した結・泉，クラッチは

長くなるが放卵問摘も主主くなり，全体的に産卵率の向上が認められなかったとして，光周期延長

による総生産卵の増加は期待出来ないと報告した.Davisら6) の報告が示す;通り， 24時開以下の
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Table 6 Egg production and egg weight for ]apanesc q山 ilsmaintaincd 

under 24・and2i・ho日rlight-d且rkcycl回 (14L:10D ancl 14L: 13D) 

No. of cycles 

災o.of ovipositions 

No. of 50ft cggs 

No. 01' brokcn eggs 

No. of cggsJquail 

s-Iean egg wcight， g. 

Tota! egg output， g.jquail 

24-hour 
(14L: 1OD) 

18 

1，454 

9 

8 

15.9土 3.0

10.3こと 0.8 

162.4こと31.9

Valucs wcre given as mean ごと standarcl cleviation. 

料 Significantlydi釘問.，nt仰ぐ、0.01)II'om 21-hour cyclc. 

2i蜘hour
(14L: 13D) 

16 

1ラ251

22 

8 

14.6+ 2.5** 

1O.iふ 0.9**

155.4こと31.0

光周期下ではのffiOl同誌は低下する.Rosalesら20) も，光周期を変更することによって産卵本を

高め得る可能性そ検討するため， 23， 25および27持部周期下に鶏をおいて観察したが， ffi!Jr1率iζ

差を認め1!fなかった.Foster7)8)Sl も鶏で同様な実験を行なった.彼は， 251削mHiJJ磁の産卵Z容が

24狩1m周期と比較してすぐれた成絞を示したことから，光周期をさらに延長したところ， 26R寺部

局J拐でも251時間滞期と同様に良好な成績を示したものの， 28時期周j留にすると産卵率はかえって

低下した.24時1m!初出条件下の縦続した選抜実験によって改良が進められてきた今日のお産卵鶏

が， 25-26 1l~i 1mのyliJJ却下で最高の産卵を示すζ とは興味深く， ζのことから，彼は，もし23時間

の光周期条件下でお産卵3惑を選抜していくならば， 24時間周期の自然条件下でさらにすぐれた波

卵成続をぷす鶏を造成し符るのではないかと般論している.この ζ とが実証できるかどうか，今

後の研究の進展に期待したい.Morris15) は， 16L: 8Dの241J;年間周期思と，それから椛期のみを

それぞれ 9，10および llDIC延長させたお， 26および27時開のfYJfi音燭期l哀を設定して，長期11誌

にわたって鶏の産卵ネの推移与を観察した.その結果においても， 271時間周期l乏では24時間周期限

と比絞して.ili'f!Jllネがわずかで‘はあるが低下し，特lζ卵生産のピーク時lζ低下した.

いずれにしても，本実験のウズラの産卵数lζ見られた結来と同様に，鶏でも光周期の長さを変

更してmDsE容を一定して向上させることは邸主Jtな問題を含んでいることが推察される.むしろ，

光周期を長くすることにより，卵霊の増大が認められる点が出自に依する.Rosalesら制は， 23， 

25および27時間周期れとおいた鶏の平均卵霊はそれぞれ58.8，59.5および 61.8gであったと報公

し， Foxら10) は24，25， 26および271時間の光周期下で館設した鶏の初年度廃卵記録を調ftし，

主主!Jll後半期の産卵本と卵霊については周期間の謹は見られなかったが， 27時間周期の産卵初期で

は産Di1率が低下するものの，平均卵重の方は約 3g増大したと報告している。 40遊間にわたって

生産した卵の総卵重泣には翠がなかったことから，彼らは， 24時間以上の光周期を与えた鶏の放

卵間隔が24時間の場合より長くなり，一定期間内に放ÐI~ し得る!J1ì数が減少する紡糸として，特lζ

高い溶在的卵形成能力を有する若劇IEでは， 11回当りの卵;遣の増大をもたらすものと推定している，

Morrisl5)は， 27時間と 30時間の光周期を与えた鶏が明らかに大卵を生産するようになり，その

反応が述かで可逆的であることから，光潟期延長操作が一定基準以上の卵霊を有する滋卵を得た

い場合に利用できると述べている.

4. 卵形成に憂する時間 ritrIC述べたように，ウズラに27時間の光滞期を与えると， 24時間の

光周期を与えた場合と比較して，放卵間隔は明らかに約3持部長くなる.この原悶として，放卵

から次の排卵までのi待問的延長と卵管内における卵形成過程の時間的延長とが考えられる .ζ の
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Tablc 7 Obscrvations on timc of ovulation and ratc of ova movcmcnt down 

oviduct in Japanese quails maintaincd undcr 24・・ and 27-hour light-dark 

cydcs (14L: 10D and 14L: 13D) 
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4 

1 = 1nfundib111um， l'vf = Ivlagnl1m， 1s = Isthml1s， 
a) Timc (min.) from prcceding ovヤosition.

b) Location of OVl1m in oviduct. 

c) Percentagc of ova which had ovulatcd at various limes after prcceding 

OVlpOSltlOn. 

d) Pcrccntage of ova which had cntcred shclJ gland at variol1s timcs after 

preccding oviposition. 

Sh = Shell gland. 

ことを検討するため， 2つの誌のウズ、ラ1浮から比較的規則正しく放卵を継続している 110羽を選

び出し，放卵後の稜々の11寺問lこ剖検して排卵の有無を調べ，卵管内l乙卵が存在する場合はその位

設を確認した.その結果は第 7表に示す巡りであった. 14L: 10D区では，放卵後20分で排卵を

示したものは16.7労にすぎなかったが， 11寺悶の経過とともに排卵ネl立場加し， 80分後lとは 10096

となった.これに対して 14L:13D 1までは， 20分後まで排卵を示すものがなく， 40分後に37.596，

60分後になっても41.796にすぎず， 14L: 10D区より排卵がやや避れるのではないかとも考えら

れたが， 80分後にはすべて排卵を完了し，両院間に顕著な差を認め符なかった.次lと，部検i貯の

~Ijの位置を確認して，卵が卵殺服部 iと達するまでの所喪時間を推定したが，到達率が 10096 とな

る時間は， 14L: 10D [まで330分， 14L: 13D区で 360分であった.後者の区で約30分遅いが，両

区の放卵IliJl潟の11寺間差 31時間の要i混とは考えられない. したがって， 14L: 13D区の放卵間隔が

14L: lOD 区より 311年間長くなった主な原因は，卵が卵殻街i部iと滞在する 11寺間差によるものと推

論される. また放卵から次の排卵までのi別協が2つの光周期下でほぼ同じてあったことから，

14L: 13D区では，放卵と悶様lζ排卵もまた27時間の間関で賂期的にくりかえされており， 14L: 
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10D I豆と比較して成熟卵胞が卵巣内に約 3時間長く滞在するものと推定された.

Warren and Scott25)20) や Phillipsand Warren17) によれば， 241kf開光周期を与えた潟で司は，

放卵と次の排卵との|関係は約30分であり， Wolfordら30) によれば，七百百烏でも同様である. ウ

ズラでは鶏や七面鳥と碕じく，放卵後 15-30分で次のお1，卵が見られることを Woodardand 

Mather
32

) は報告している.彼らは241時間光潟J¥I]を与えたウズラの卵形成に要する11寺聞について

も観察し，卵が卵管内の漏斗部，膨大部，狭部および卵殻服部の各部に滞:(:Eする時間をそれぞれ

l.5， 2…2.5， l.5-2および19-201則前と報告している. また，放卵後排卵までの時間は{肉体差が

大きく， 1iiJ検11;'1'の卵の位i置から，放卵前にお1・ssが誘起されたと考えられるタuがあったと述べてい

るが，このような例を本実験では l例も認めることはできなかった. OpeJ16) は， 24時間光周期

を与えたウズラの ~Il で， 24…251時間の間関でEIi卵するものは前の放卵後 5時間以内lζ卵が卵殻IJJR

f絡に述するが， 27…28時間の間続で産卵するものは 61時間後まで迷しないことを観察して，卵管

内通過時間K授が見られることを報告している. Melekら14) および Morris15) は24時間と27吋「

|誌の光開拐を与えた鶏について，光周期を延長すると卵管上部の通過待問と卵殻腺部に滞在す

る時聞が長くなることを観察して，この ζ とが卵2震を増加させる涼国の一つであると述べてい

る.

5. 卵を構成する各部分の璽盤: 災なる光周期を与えたウズラでは卵の卵殺!路部滞在時間に謹

のあることがわかったので， 14L: 10D限と 14L:13D 監の生産卵からそれぞれ10倒ずつ拙出し

て， #[Jを織成する各部分(卵黄，卵白および卵殻)の霊墜を比絞してみた.その結果は第8表iと

示す通りであった.卵黄重量は 14L:13D I哀の卵が大きかった (P<O.Ol)が，卵白と卵殻重;ほ

lとは涯が認められなかった.したがって， 14L: 13Dの光周期をウズラに与えると卵震を増すが，

その主要国は卵胞の卵巣内滞夜時間が延長して卵黄蓄積i豆が増加する結果によるものと縫論され

た.卵を構成する各部分の重量変動については，鶏で観察した報告がいくつかある. Foxら10)

は27時間と24時間光周期を， van Albada241 は261f!il筒と24時間光周期をそれぞれ比較して，いず

れも光j郡部を長くすると生産される卵の卵殻重賞と卵殻の j享さが増加したと報告している.

Table 8 Fresh weight of eomponents of eggs laid by japanese ql1ails 

maintained under 24-and 27・ho日rlight-dark cycles (14L: 

10D and 14L: 13D) 

24-hour 27柵hour
(14L: 1OD) (14L: 13D) 

Egg weight， g. 10.53土0.13 10.75土0.09料

y olk weight， g. 3.00土0.16 3.27土0.18料

Albumen weight， g.ft) 6.48土0.12 6.41土0.19

Shell weight， g.b) 1.04土0.06 1.06土0.06

Values were given as mean:lニstandardde、，iationfor ten eggs. 

a) A1bumen weight estimated by difference. 

b) Shell with membranes. 

** Significantly different (Pく 0.01)from 24-hour cycle. 

Morris15) は27時間光周期下の鶏では卵白と卵殺のZ重量および卵殺の浮さが増加することを報告

し，この原因は卵が卵管内lと，特iζ膨大部と卵殻路部l乙長く滞在することにあると述べている.

また彼は，鶏を30時間以上の光周期下においたときだけ卵黄重量の増加が見られると報告してお

り，その点では本実験におけるウズラの光局反応と異なるものであった.
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摘要

本研究は，日本:ウズラを用いて，放卵It;fI百1，放卵間隔，産卵ヰE，卵葉および卵の卵管内通過に

対するi別総周期の長さの彩響を切らかにするために計闘した.

i1iiOli rj:1のウズラ 175羽を 2Prれと分け 2つの11奇窓内に収容して，それぞれ24時間 (14L:lOD) 

と 2711~刊1 (14]ー:13D)の明11者周期を与えた.

14L: lOD 区では，約9396の卵が切期lζi1iiOliされ，時期lこ産卵したものは 7必にすぎなかった.

lX灯から放卵までの平均時間々協は11時間35分であった.他方， 14L: 13D区では，大部分の卵

がi児JUJK.瑛卵されたが，その政卵は明期開始[任後に見られた.ζの場合， };¥1:灯から放卵までの平

均i埼rm々 隔は 2Jr!ffltl48分であった.

24時間周期を2711~.f 11M Ji3 J自にすると，放卵ll:iH械が24時間から27時間に延長した.このことは，明

らかにi列llff周期のリズムが放卵11寺問を支配するー婆留であることを示すものであった.

ゆjl底周期の長さを24時間から2711訓話Hこ延長すると，卵翠は増大したが， 1:fJ当りの成卵数は減

少した.

110:fJのウズラを波卯後の級々のi時間におj検した. そして生嫡*~を検査することによって，排

卵の有無と，排卵している場合は卵管中の卵の位鐙を調べた.放卵から次の排卵までの時間およ

び漏斗音s，膨大部および峡者[5r ドのおば支持 i協は24時間毘期と271f:j-間服期下で;l~iかに災ーなっていたが，

その違いは大きいものではなかった.27時間周期下で産卵された卵が， 24時間周期の場合より，

切らかに卵殻11泉部内lζ約3時間長く滞在した.

卵設の変化が， #jjのすべての部分で同じ割合に起るのかどうかを確かめるために，同区の卵を

検3をした列Zi?周期の長さを24ll寺前iから27時間にすると， slj武重量が有意lrJ役大した.27日寺1m周
期下の卵JJt没泣の幼大は卵巣内滞在日寺問の延長によって起るものと考えられた.
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